様式第１号（第５条、第10条関係）

倉吉市空き家空き店舗等出店活用事業計画（報告）書

１　事業実施主体の概要

	事業実施者
	

	担当者
	

	電　話　番　号
	

	メールアドレス
	


２　物件の概要

	建築物の形態
	□空き家　□空き店舗　□空き店舗兼住宅　□その他

（空き店舗の場合、その名称：　　　　　　　　　　　　　　　　）

（その他の場合、その形態：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	建築物の住所
	

	建築物の所有者
	住　所　

氏　名　


３　補助事業の概要

	補助事業の種別
	□家賃支援事業　□店舗改装事業　□サテライトオフィス整備事業

	事業目的
	

	補助事業実施期間
	


４　店舗等の概要

	店舗等の名称（予定）
	

	業種・業態
	

	取扱商品・
提供サービス
	

	ターゲット・

集客見込み
	

	セールスポイント
	

	地域へ波及効果
	

	開業予定日
	

	営業日・営業時間
	


５　営業に係る収支見通し（□年間　□月間）

	
	開業当初
	軌道に乗った後
	算定根拠

	売上高①
	万円
	万円
	

	売上原価（仕入れ）②
	万円
	万円
	

	経費③
	万円
	万円
	

	
	人件費
	万円
	万円
	

	
	家賃
	万円
	万円
	

	
	水道光熱費
	万円
	万円
	

	
	その他
	万円
	万円
	

	利益　①－②－③
	万円
	万円
	


様式第２号（第５条、第10条関係）
倉吉市空き家空き店舗等出店活用事業収支予算（決算）書

事業実施主体名　　　　　　　　　　　　　

１　収入の部
（単位：円）

	科　　　目
	予算額

（ア）
	決算額

（イ）
	差引増減額
（イーア）
	摘　　　要

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


２　支出の部
（単位：円）

	科　　　目
	予算額

（ア）
	決算額

（イ）
	差引増減額
（イーア）
	摘　　　要

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


※摘要欄には、科目ごとの積算を明記すること。（別葉として添付可）
様式第３号（第５条関係）
年　　月　　日　
店舗改装の承諾についてのお願い
（賃貸人）
住　所
氏　名　　　　　　　　　　　　様
（賃借人）
住　所
氏　名
　　　　　　　　　　　　　㊞
（自署の場合は押印省略可能）
私が賃借している下記の店舗について、「倉吉市空き家空き店舗等出店活用事業費補助金」の交付を受けて改装工事を行いたいので、ご承諾ください。　
なお、補助金の交付条件として「改装工事を行った店舗で５年以上事業継続すること」が求められますので、賃貸借に係る期間の継続についてご協力をお願いします。
記
	物件
	名　称
	

	
	所在地
	


	


承　諾　書
上記について承諾します。
年　　月　　日　
（賃貸人）
住　所
氏　名
　　　　　　　　　　　　　㊞
（自署の場合は押印省略可能）
様式第４号（第５条、第６条関係）

年　　月　　日

（宛先）

倉吉市長

連 帯 保 証 書
連帯保証人
住所

氏名　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　（自署の場合は押印省略可能）
事業実施主体　　　　　　　　　　　　の倉吉市空き家空き店舗等出店活用事業費補助金の返還義務について、下記のとおり連帯して納付することを保証します。

記

(１)　事業実施主体が倉吉市空き家空き店舗等出店活用事業費補助金交付要綱第14条に該当した場合には、連帯保証人は、事業実施主体と連帯して補助金を返還する。

(２)　当該補助金の返還が納期日までに履行されなかった場合、連帯保証人は、事業実施主体と連帯して倉吉市補助金等交付規則第23条に基づき、納期日の翌日から納付の日までの日数に応じ、その納付しなかった額につき年10.95パーセントの割合で計算した延滞金を納付する。

(３)　連帯保証人は、交付申請額（変更交付申請額）を限度として、連帯して責任を負うものとする。

(４)　連帯保証人の概要は次のとおりとし、変更が生じた場合は速やかに報告する。


（備考）

　連帯保証人は、事業実施主体と生計を一にしない成人で、補助金交付見込額以上の収入を有する者、または同等の資力を有する者としてください。
様式第５号（第５条関係）

年　　月　　日

（宛先）

倉吉市長

誓 約 書

私はこのたび、倉吉市空き家空き店舗等出店活用事業費補助金の交付申請にあたり、下記の同要綱第14条に該当した場合の補助金の返還を、ここに約束します。

万が一、期限までに補助金の返還ができなかった場合は、保証人と連帯して納付させていただくとともに、補助金の納付後、倉吉市補助金等交付規則第23条に定める延滞金についても保証人と連帯して納付いたします。

記

補助金交付見込額　　　　　　　　　　　　　　　　円

倉吉市空き家空き店舗等出店活用事業費補助金交付要綱

　（補助金の返還）

第14条　市長は、事業実施主体が別表の第６欄の３に規定する条件に反し、補助金の交付を受けた店舗の営業を中止し、若しくは廃止し、又は当該店舗を閉店し、若しくは移転したことが判明したときは、補助金の交付決定を取り消し、事業実施主体に対して、当該店舗における営業が継続した期間を５年から除いた期間分に相当する補助金の額を日割り計算により算出し、期限を定めて、当該算出額の返還及び規則第23条に定める延滞金の支払いを請求するものとする。ただし、事業実施主体の責に帰さない事由による場合は、この限りでない。

　　　　年　　月　　日



　　

誓約者
住所

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

（自署の場合は押印省略可能）






連帯保証人





氏　　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　


住　　所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


電話番号：　　　　　‐　　　　　‐　　　　　


事業実施主体との関係：　　　　　　　　　　　


職業：　　　　　　　　　　　年収・資力：　　　　　　　　　円


勤務先名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


勤務先所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（電話番号：　　　　　‐　　　　　‐　　　　　　）








